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リサーチ・プロジェクトの目的

研究成果の概要(800字程度)　※新型コロナウィルスの影響により、予定どおりの実施が難しかった場合にはその理由:

研究成果:

別紙((成果報告書(研究成果一覧))に記入

その他、研究成果として特記すべき事項:
新型コロナに関する研究が社会より一定の注目を集め，6月から7月にかけて多くのテレビに出演して新型コロナウイルス感
染症の流行第2波到来について警鐘をならした．

Data Science and Mathematical Modeling in Policy Science

政策科学におけるデータサイエンスと数理モデリングの活用と深化

本年度は，急遽新型コロナウイルス感染症の国内での流行すなわち第一波を受けて，本プロジェクトの一環として急遽本
感染症の研究を行い，感染拡大の数理モデルを提案し，いち早く新規陽性者数の予測を web 上に公開した．モデルと解
析を行った論文「新型コロナウイルス感染症の広がりについての一考察」(GRIPSディスカッションペーパー20-4, 2020年5月
登録，改訂版が日本オペレーションズ・リサーチ学会2021年2月号に機関紙査読付論文として掲載)は，1万人以上の閲
覧，6千ダウンロードという，学術論文としては異例の関心を呼ぶこととなった．このモデルは，SIRモデルの一変種である
が，感染者の治るまでの日数が指数分布にしたがって分布する仮定を置いた常微分方程式モデルであるのに対し，感染
者が一定の日数が経つと治るとした，差分方程式モデルであり，さらに，感染者が感染した時点から行政機関に発表される
までの遅れ等も考慮したものである．特に6月から7月にかけては新規感染者数予測が実際と合致したため，テレビでも取り
上げられ，出演して世の中に適切なタイミングで警鐘を鳴らすことができた．このテーマについては，さらに発展した形で，８
月からの新型コロナウイルス感染症の政策科学という別の政策研究センタープロジェクトに引き継ぎ継続している．このよう
な実践的なテーマとは別に，理論的・基礎的な研究として，悪条件の凸最適化問題を解く試みを続けている．特に，半正
定値計画問題による1次元確率密度推定をRやPython上で実装する試みを着実に進めつつあり，来年度は一般にライブラ
リとして公開する予定である．これにより，非線形主成分分析法が実現できることを期待している．また，線形計画問題の行
列への一般化である半正定値計画問題について研究を進めた．任意の半正定値計画問題を，内点法が適用できるような
非特異な線形計画問題を繰り返し解くことで厳密に解けることをしめした．また，半正定値計画法に対する双対定理の拡張
についても研究を進めた．このテーマ以外に，本年度は，深層学習による人工衛星データ復元にも取り組み，80%の復元率
を達成した．引き続き来年度にさらに復元率を上げるようにネットワークの設計を改良するなどの試みを続けたい．

数理的手法の方法論の深化と実問題への適用を通じて政策科学へ寄与していく立場から，本研究では(1) 困難な凸最適
化問題の解析とアルゴリズムの開発, (2) 確率計画法の政策科学への適用可能性, (3) データ解析と確率計画法のパラグ
アイの農業リスク管理への活用, (4) 国家の政治的自由と経済・社会発展の関係の解析, (5) 深層学習を用いた人工衛星
ビッグデータ解析について研究を行う. 申請者が，過去の研究の蓄積も生かしつつ，リーダーシップをとって，様々な背景
の研究者と協同し，横断的な形で政策科学の深化を目指す．

(全ての項目含め、1頁以内で記述してください。)
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